
関係府省：文部科学省、厚生労働省、経済産業省

10. AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・治療システム

AI、IoT、ビッグデータ技術を用いた「AIホスピタルシステム」を開発・構築・社会実装することにより、高度で先進的な医療サービスを提供するととも
に、医療機関における効率化を図り、医師や看護師などの医療従事者の抜本的な負担の軽減を実現する。

目指す姿

達成に向けて

概要

目標

研究開発内容

超高齢社会における

・医療の質の確保

・医療費増加の抑制

・医療分野での国際的競争力の向上

・医療現場での負担軽減

画像情報、病理組織診断情報などを

含む診療・投薬情報の効率的収集を

通して

ビッグデーダベース構築、AIによる

診断・診療補助

大規模医療データベースの構築
AIによる解析

近未来のAIホスピタルシステムの構築

詳細な患者情報に基づく効果的、効率的医療の提供
コミュニケーション支援による医療従事者の負担軽減

多くの医療・社会ニーズ（死因1位、就労・社会復帰、高額医療費
など）が存在するがん分野をモデルケースとして以下の開発を推進する
○セキュリティの高い医療情報データベースの構築とそれらを利用した
医療有用情報の抽出、解析技術等の開発
○AIを用いた診療時記録の自動文書化、インフォームドコンセント時
のAIによる双方向のコミュニケーションシステムの開発
○患者の負担軽減・がん等疾患の再発の超早期診断につながるAI
技術を応用した血液等の超精密検査を中心とする、患者生体情
報等に基づくAI技術を応用した診断、モニタリング及び治療（治療
薬含む。）選択等支援システム（センサー、検査機器等の開発、
活用含む。）の開発
○医療現場におけるAIホスピタル機能の実装に基づく実証試験による
研究評価

◯AIホスピタルパッケージの実用化と病院・かかりつけ医への展開
◯AI医療機器の製造販売承認/認証の取得
◯患者との対話と医療現場の負担軽減を両立するAIシステムの実装化
◯AI技術を応用した血液等の超精密検査システムの医療現場での実
装化

○AIが医療をアシストする「AIホスピタル」実用化による医療従事者の負担
軽減
○「AIホスピタルシステム」の海外・他分野への展開も視野に入れた、我が国
におけるAI医療機器産業の振興と医療情報産業の活性化
○システム運用に伴うがんの治癒率の向上と年間数千億円の我が国の医療
費削減

【 2022年度末の到達目標 】

社会経済インパクト出口戦略

○セキュリティの高い医療情報データベースシステムの構築・医療有用情報抽出技術の開発
○AIの診療現場への導入による、医師―患者アイコンタクト時間の倍増と医療従事者の50%がかなりの負担軽減を実感
○AIを利用した遠隔画像・病理診断、血液による超精密診断法の開発
○10医療機関での「AIホスピタルシステム」導入モデル病院の運用開始
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